
出
張
ノ
目
的

助
数
授
青
山
新
ハ
西
洋
美
術
史
ノ
専
攻
者
ニ
シ
テ
其
ノ
研
究
上
古
代
二
潮

出
張
期
間

出

張

地

官

氏

名

東
京
美
術
學
校
助
数
授
青
山
新

ソ
ヴ
ィ
エ
ー
ト
聯
邦
、
英
吉
利
國
、
希
服
國
、
土
耳
古
図
、
埃

及
、
西
部
亜
細
亜
地
方
（
バ
レ
ス
タ
イ
ン
、

シ
リ
ヤ
、
イ
ラ

ク
）
波
斯
國
、
印
度

昭
和
四
年
八
月
一
日
出
焚
シ
昭
和
五
年
――一
月
末
H
迄
二
帰
還
ス

ル
豫
定
ニ
テ
八
ヶ
月
間
ナ
リ

案赦
官
外
國
出
張
ノ
件
上
申

た
。
七
月
二
十
五
日
の
閉
会
ま
で
に

三
八
、
ニ
ニ

八
人
の
入
場
者
が
あ
り
、
新

作
の
う
ち
―
―
四
点
の
売
約
が
な
さ
れ
、
フ
ラ
ソ
ス
政
府
が
十
三
点
を
、
。ハ
リ

と
ロ
ソ
ド
ソ
の
日
本
大
使
館
が
計
四
点
を
買
上
げ
、
成
功
裡
に
閉
会
し
た
。

⑤

青
山
新
の
海
外
旅
行

昭
和
四
年
七
月
十
二
日
、
助
教
授
青
山
（
の
ち
和
田
と
改
姓
）
新
は
欧
州
、

ア
フ
リ
カ
お
よ
び
西
部
ア
ジ
ア
地
方
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
青
山
は
明
治
三
十

二
年
五
月
七
日
大
阪
市
に
生
ま
れ
、
大
正
十
三
年
本
校
西
洋
画
科
を
卒
業
し
、

翌
十
四
年
十

一
月
か
ら
約
一
年
間
助
手
（
美
術
史
研
究
室
勤
務
兼
文
庫
掛
勤

務
）
を
つ
と
め
て
講
師
と
な
り
、
「
西
洋
彫
刻
史
」
授
業
を
担
当
。
矢
代
幸
雄

教
授
の
も
と
で
研
究
を
続
け
、
昭
和
四
年
に
助
教
授
と
な
っ
た
。

旅
行
地
、
旅
行
目
的
等
は
左
記
の
上
申
書
案
（
「
呻
五
職
員
関
係
粛
類
叱
初
」
に
収

録
。
七
月
八
日
発
送
）
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

希
脹 ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヴ
ィ
ヤ

滞
在
一
ヶ
月

ス
ウ
ィ
ス

チ
ェ
ッ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ャ

英
吉
利

滞
在
一
ヶ
月

伊
太
利

本
校
々
館
費
ノ
内
ョ
リ
支
給
ッ
外
二
財
園
法
人
啓
明
會
ョ
リ
研

究
補
助
ト
シ
テ
若
干
ヲ
給
セ
ラ
ル
、
見
込

右
記
述
ノ
事
情
二
付
宵
山
新
二
歌
洲
其
他
各
地
へ
出
張
ノ
御
痰
令
相
成
度
此

段
上
申
候
也

な
お
、
海
外
旅
券
請
求
文
書
（
七
月
十
七
日
発
送
）
案
に
添
付
さ
れ
て
い
る

青
山
自
身
の
「
海
外
研
究
旅
行
予
定
」
に
は
啓
明
会
よ
り
の
補
助
費
六
千
八
百

円
を
旅
費
に
充
て
る
こ
と
と
、
次
の
よ
う
な
旅
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
往
路
）
シ
ベ
リ
ヤ
笹
由

ソ
ヴ
ィ
エ
ー
ト
聯
邦

ボ
ー
ラ
ン
ド

獨
逸

滞
在
一
ヶ
月

白
耳
義

和
蘭

年
文
部
大
臣
宛

月

日

出
張
旅
喪

以
テ
本
出
張
ヲ
要
ス
ル
ナ
リ

佛
聞
西

学
校
長

澳

太

利

洪

牙

利

ユ

及
シ
テ
歌
洲
美
術
ノ
亜
細
亜
諸
國
二
東
漸
シ
タ
ル
過
程
及
反
到
二
東
方
諸

國
ノ
美
術
ガ
駄
洲
二
流
入
シ
テ
種
々
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ボ
シ
相
互
的
二
交
錯

シ
タ
ル
脈
絡
道
途
ヲ
考
索
討
尋
ス
ル
ニ
就
テ
前
記
諸
外
國
二
於
ケ
ル
現
存

遺
留
ノ
古
美
術
品
又
ハ
遺
迩
ヲ
宜
地
見
学
シ
テ
史
的
考
察
二
資
シ
｛
鳥
員
撮

影
等
ノ
方
法
ニ
ョ
リ
廣
ク
其
等
ノ
研
究
資
料
ヲ
蒐
集
セ
ン
ト
ス
ル
目
的
ヲ
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青
山
は
時
に

三
十
オ
。
新
進
気
鋭
の
学
徒
で
あ
っ
た
。
予
定
し
て
い
た
シ
ベ

リ
ヤ
経
由
が
露
支
間
情
勢
悪
化
の
た
め
変
更
と
な
り
、
彼
は
八
月
一
日
神
戸
よ

り
伏
見
丸
で
出
発
し
た
。
こ
の
大
旅
行
に
つ
い
て
は
帰
国
後
『
東
京
美
術
学
校

校
友
会
月
報
』
第
三
十
巻
第
二
、
三
、
五
、
六
、
八
号
、
第
三
十
一
巻
第
一

、

二
、
四
、
六
号
に
寄
稿
し
た
「
ペ
ル
シ
ア
旅
行
記
」
日
ー
的
に
よ
っ
て
そ
の
一

部
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
ロ
ソ
ド
ン
滞
在
中
に
ペ
ル
シ
ャ
旅
行
の
準
備

を
整
え
、
モ
ス
ク
ワ
ヘ
行
き
、
十
一
月
十
七
日
に
目
的
地
へ
向
け
て
旅
立
っ

た
。
キ
ェ
フ
、
オ
デ
ッ
サ
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
、
バ
ク

ー、

パ
ー
レ
ヴ
ィ
を
経
て

十
二
月
十
日
テ
ヘ
ラ
ソ
到
着
。
十
日
ほ
ど
滞
在
し、

カ
ズ
ヴ
ィ
ン
を
経
て
ハ
マ

ダ
ー
ン
に
行
き
、
四
日
間
滞
在
し
、
ビ
ス
ト
ウ
ン
、
ケ
マ
ル
シ
ャ

ー
、
カ
ス

ル
・
イ

・
シ
リ
ー
ン
を
旅
し
て
大
晦
日
に
テ
ヘ
ラ
ン
ヘ
戻
っ
た
。
そ
の
後
さ
ら

に
各
国
の
遺
跡
を
め
ぐ
り
、
多
数
の
資
料
を
携
え
て
帰
国
し
た
の
は
昭
和
五
年

五
月
六
日
で
あ
っ
た
。
翌
六
月
に
は
帝
国
美
術
院
附
属
美
術
研
究
所
所
員
と
な

り
、
十
年
本
校
教
授
、
帝
国
美
術
院
主
事
と
な
っ

た
が
、
本
校
の
方
は
同
年
内

に
辞
任
し
て
い
る
。
同
二
十
年
に
至
り
、
こ
の
ペ
ル
シ
ャ
旅
行
に
お
け
る
収
穫

波
斯
滞
在
一
ヶ
月

印
度
滞
在
一
ヶ
月

（
蹄
路
）

シ
リ
ヤ

｝
滞
在
一
ヶ
月

イ
ラ
ク

ハ
レ
ス
タ
イ
ン

埃
及
土
耳
古
｝
滞
在
一
ヶ
月

に
基
づ
い
て
『
イ
ラ
ン

芸
術
遣
蹟
』
（
美
術
書
院
）
を
出
版
し
、

関
す
る
本
邦
人
最
初
の
仕
事
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

⑥

斎
藤
佳
三
の
中
国
派
遣

昭
和
四
年
八
月
、
図
案
科
講
師
斎
藤
佳
三

（
本
名
佳
蔵
）
は
正
木
直
彦
校
長

の
依
頼
に
よ
り
南
京
政
府
直
轄
の
国
立
芸
術
院
の
図
案
科
教
授
と
し
て
派
遣
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
正
木
の
『
十
三
松
堂
日
記
』
を
見
る
と
、
杭
州
領
事
か

ら
外
務
省
文
化
事
業
部
に
本
件
に
関
す
る
依
頼
が
あ
り
、
そ
れ
が
正
木
に
伝
え

ら
れ
、
先
ず
渡
辺
香
涯
が
候
補
に
上
が
っ
た
が
、
彼
が
辞
退
し
た
た
め
田
辺
孝

次
が
選
ば
れ
た
。
し
か
し
、
田
辺
は
「
意
動
き
た
れ
と
圏
案
科
に
あ
ら
さ
れ

は
」
と
て
斎
藤
を
推
薦
し
た
の
で
、
斎
藤
が
行
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯

が
判
る
。
同
年
十
月
一
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
報
道

し
た
。

新
設
園
案
郡
主
任
に

イ
ラ
ン
美
術
に

支
那
の
藝
術
院
へ
齋
藤
氏
招
か
る

初
の
邦
人
教
授

一
昨
年
支
那
杭
州
西
湖
畔
に
建
設
さ
れ
た
國
立
藝
術
院
大
學
で
は
今
回
美
術

科
園
案
郡
を
新
設
し
、
主
任
数
授
を
日
本
か
ら
招
聘
す
る

こ
と
4

な
り
推
薦

方
を
外
務
省
に
頼
ん
で
来
た

國
民
政
府
に
な
っ
て
か
ら
邦
人
数
授
派
遣
は
こ
れ
が
最
初
で
同
省
で
は
そ
の

人
選
上
極
め
て
恨
重
な
態
度
を
と
り
一
切
を
正
木
美
術
學
校
長
に
託
し
て
選

考
中
の
と
こ
ろ
現
同
校
講
師
で
新
進
工
藝
美
術
家
齋
藤
佳
三
氏
を
選
定
推
畢

國
民
政
府
最

し
た
氏
は
か
ね
て
よ
り
組
織
工
藝
の
妍
究
で
聞
え
昨
年
帝
展
に
は
一
大
室
内
組
織
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